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に
お
け
る
「
ら
む
」
と
「
と
い
ふ
」
と
の
交敏

次
郎
耕
二

通
巻
目
次

-， 

i| 

に
お
け
る
美
人

日
本
挽
歌

ー
主
と
し
て
そ
の
構

梅
花
歌
三
十
二
首
の
成
立

借
訓
仮
名
の
多
様
性の
場
合
|

村渡
山部

つ
い
て
|浅原

見田

十
八
号

渉
四

八

番

の

歌

私

按

真

鍋

「

清

江

乃

木

笑

松

原

」

私

按

稲

岡

|
交
用
表
記
中
の
「
笑
」
に
就
き
て
|

十
九
号

の
本
質
|

「
弟
世
」
と
「
伊
邑
勢
」

l
「

世

」

の

O 

第

六

十

号

に
お
け
る
大
伴
家
持
と
藤
原
一
族
〈
上
)

神

堀

忍

桜

井

満

和
出雄

桓
武
・
平
城
朝
の
文
学
!
其
の
一
ー

大
宝
二
年

若
い
虫
麻
目
像

寓
葉
の
連
作

居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
は

防
人
歌
の
発
想

!
丈
部
の
歌
を
中
心
に

l

仮
名
遣
を
通
し
て
見
た
る
住
吉
大
社
神
代
記
西
宮
藤
原
古
屋

一
民
芳
男彰

扇井中小
畑村西島

四忠哲
郎雄夫進

貞
義

わ
が
衣
人
に
な
着
せ
そ

池
主
の
戯
歌

第
六
十
一
号

の
掛
詞
に
つ
い
て
(
上
)
大
久
保
正

岡

説

話

の

形

成

蔵

中

進

火
中
出
産
な
ら
び
に
海
幸
山
幸
説
話
の
天
皇
神
話
ヘ

の

吸

収

に

つ

い

て

吉

井

第
六
十
四
号

の終
末
期
に
お
け
る
大
伴
家
持

克
彦

」
の
考
達
雄博

一
族
(
下
〉忍

に

お

け

る

の

性

格

呂
作
「
献
泊
瀬
部

清
水

ハ
十
二
号

博

宮
廷
歌
人
田
辺
福
麻
呂

|
橘
諸
兄
と
の
関
連
に
つ
い
て
l

葉
集
に
お
け
る
人
一麻
目
歌
集
の
採
録

ー
略
体
・
非
略
体
の
認
定
を
め
ぐ
っ
て

i
渡

瀬

昌

忠

大

久

保

正

和
田
徳
一

第
六
十
五
号

清
水

克
彦

十
三
号

情
と
景
|
叙
景
歌
と
そ
の
周
辺
l

新
嘗
と
大
嘗
の
よ
み
と
意
味

飛
鳥
白
鳳
遺
文
と
古
事
記
の
文
体

藻
を
め
ぐ
っ
て

の
棋
ぎ
と
明
日
香
の
模
ぎ

弘
通

節
也

山小西
田島宮

民

一
民
耕
二

高
葉
集
東
歌
の
掛
詞
に
つ
い
て
(
下
)

「
葦
附
水
松
之
類
」
私
考



第
六
十
六
号

の
降
る
に
や
来
ま
す

|
十
六
・
三
八

O
四
J
五

|

井
村

北
山

正
迫

+
九
号

序
詞
(
枕
調
〉
の
技
巧
性
に
つ
い
て

ー
文
学
史
の
問
題
l

梅
花
の
歌
三
十
二
首
に
見
え
る
「
我
」
に
つ
い
て

吉

永

登

上
代
の
借
訓
仮
名
と
母
音
脱
落
現
象
を
め
ぐ
っ
て
久敏

清
水

「
な
り
」
の
表
現
価
値

ー
そ
の
意
欲
と
情
緒
l

森
重

高
葉
集
巻
第
十
六

ー
そ
の
編
纂
意
を
め
ぐ
っ
て
|

原
八
十
島
神
祭
歌
謡
を
め
ぐ
る
覚
書
本
田

日

に

お

け

る

役

行

者

説

話

の

再

検
中
村
小
島
林
田

「
当
頭
考
」
続
紹

梅
花
歌
の
作
者
名
に
つ
い
て

十
七
号

七
十
号

人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
に
お
け
る
季
節
分
類

ー
寓
葉
集
巻
八
へ
の
投
影
|
渡
瀬

高

葉

集

巻

十

五

の

を

め

ぐ

っ

て

昌
忠

「

け

り

」

の

意

味

分

化

森

重

ー
そ
の
現
実
性
と
真
実
性
と
観
念
性
|

「
ま
し
じ
」
か
ら
「
ま
じ
」
へ
の
推
移

文芳
雄男彰

東
の
大
寸
御
門

上
代
文
献
と
「
虎
狼
」

「
曾
陀
多
岐

多
多
岐
」
を
め
ぐ
っ
て
本
田
西
宮

骨
田

令
集
解
と

十
八
号

吉
井

十
一
号

巌

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
神
ら
締
め
出
さ
れ
た
神
|

の
物
語
吉
井

茨
団
連
の
祖
先
伝
承
と
茨
田

定
一

粂
111 

通
巻
目
次

哲
夫

「
ベ
し
」
の
推
定
性

|
様
相
と
推
定
と
意
志
|

，
葉
宋
に
お
け
る
「
繁
」
字
の
用
法

l

「
人
目
を
し
げ
み
」
存
疑
|

克
彦

第
七
十
ニ
号

聖
武
勅
撰
説
に
よ
る
木
の
成
立

|
寓
葉
集
巻
二
十
の
悲
運
|

母
音
の
体
制
的
交
代

倭
の
六
の
御
舟

三
二
二
七
番
「
秋
往
者
」
の
訓

宗
彦

正
男

第
七
十
三
号

敏

ー寸

は
経
国
の
大
業
」

憶
良
ら
の

和
彦

避
宴
歌
か

l

寓
葉
集
巻
十
四
東
歌
私
見

妹
背
山
女
男
の
打
橋

淡
海
三
船
「
送
ニ
戒
明
和
尚
一
状
」
考

民

十

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
王
朝

一
一

中
西

西吉川
宮井端

井小
村島

蔵木坂
中下本

吉小
井島

宇一久博民巌
哲
夫

信
幸
正
俊進巌



こ
ー
そ
の
付

出
〉
問
、
「
〉
円

ω叶
〈
〉

uZ

次
郎

人

の

渡

瀬

l
子
松
が
う
れ
を
ま
た
も
見
む
か
も
|

坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向

殺
目
山
寸
考

み
み
ら
く
考

憶
良
歌
巻
か

サ
ヨ
ヒ
メ
誕

五
幡
の
坂

飛
鳥
浄
御
原
宮

ー
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
i

平
城
宮
出
土
木
簡
所
見
の
文
選
李
善
注
東
野

通
巻
目
次

「
宇
都
志
奇
芸
大
」
考

「

の

に

つ

い

て

「
家
も
あ
ら
な
く
に
」

第
七
十
五
号

十
六
号

五
へ

十
七
号

毛
利

大
越

松
田

吉
井
山
田
土口、氷

清

水

克

彦

宮

人

の

安

宿

も

寝

ず

坂

本

信

幸

1
巻
一
五
・
三
七
七
一
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
|

「

袖

折

り

返

し

」

考

毛

利

正

守

高
葉
集
。
ム
ロ
ノ
キ
e

考

堀

正
守

二
首

1

柿
本
人
麻
呂
の
文
芸
性

i

憶
良
ら
の
論

ー
そ
の
文
学
の
主
題
と
構
造
l

捜
神
記
の
受
容

ー
一
侠
文
を
め
ぐ
っ
て
|

泣

渡
辺

井
村

粕
谷

昌
忠

第
七
十
八
号

寛
文修

弘
登通巌博

第
七
十
九
号

怨
恨
の
歌

!
大
伴
坂
上
郎
女
の
志
向
す
る
世
界
l

「

の

訓

釈

小

泉

井
手

一一一

「
綿
(
印
同
)
・
思

3
3」
に
つ
い
て

「
出
〉
F
F
K
F
同
印
叶
〈
〉

uZ

F

毛

利

正

守

の
「
代
」
「
は
か
」
に
つ
い
て
大
井
二
郎

奈

良

朝

宮

廷

歌

巻

伊

藤

博

ー
高
葉
集
巻
六
の
論
l

同
音
読
の

哲
夫

興
紀

第
八
十
一
号

上
代
の
文
字

出
雲
国
風
土
記
の
成
立
に
つ
い
て

ー
「
即
L

の
用
法
か
ら
|

天
智
紀
に
み
え
る
「
月
生
」
の
語
に
つ
い
て
東
野

歌

の

成

立

上

回

よ
り
見
た
標
津
・
永
屋
原
・
穂
積
の
大

二
郎

柏井
木手

真
里至

設治
夫之

「
飛
鳥
」
考

治
之

第

八

十

号

筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
に
就
い
て
稲
岡

第
八
十
二
号

至道

遊
宴
の
花
|
額
田
王
論
l

博

防

人

歌

試

論

身

崎

寿

ぁ

ゅ

の

か

ぜ

私

見

黒

川

総

三

「
詠
鎮
懐
石
歌
」
か
ら
憶
良
の
「
七
夕
歌
」
ま
で

ー
そ
の
作
者
と
成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
|

耕
二

田

貞
義



第
八
十
三
号

蜂吉清
矢井水

巌喜

第

九

十

号

の
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
変
遷

と
「
天
数
ふ
大
津
の
子
」

一
品
津
采
女
死
時
」
歌
に
つ
い
て
i

神

堀

忍

「
身
を
た
な
知
る
」
よ
り
覗
い
知
る
歌
人
高
一
一
虫
麻

白

坂

本

信

幸

古

事

記

音

注

私

見

毛

利

正

守

「
堅
塩
」
考
|
寓
葉
集
訓
話
の
道

i
西

宮

一

民

人

麻

目

村

田

|
「
吾
等
」
の
用
字
を
め
ぐ
っ
て
|

東

歌

「

安

可

見

夜

麻

」

考

椎

名

古
代
形
容
調
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の
問
題

ー
ス
ミ
ノ
エ
と
ス
ミ
ヨ
シ
を
め
ぐ
っ
て

l
工
藤
身
崎

国
〉
F
F〉
同
印
叶
〈
〉

wz

橋
本

J
+四
号

名
義
の
謎

幼
婦
と
言
は
く
も
著
く

ー
坂
上
郎
女
の
怨
恨
歌
考
l

枕
詞
「
釧
つ
く
」
に
つ
い
て

米
国

第
八
十
五
号

つ
つ
む

丹
生
の
山
と
大
伴
池
主
の
公
館
黒
川

「
大
池
」
の
勝
間
田
池
説
を
否
定
す
る
大
井
鳴
上

「
猟
路
の
池
」

の
説

第
八
十
六
号

「
高
葉
」
通
巻
目
次

盟
問
の|
畳
語
に
つ
い
て
l

第
八
十
七
号

志
賀
白
水
郎
歌
の

!
歌
群
の
構
造

歌
語
り
の
方
法

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

ね
り
の
む
ら
と

昌
忠

と
し
て

l

伊
藤

四
郎敏博

第
九
十
一
号

安
積
皇
子
挽
歌
試
論

橋
本

八
十
八
号

赤

人

の

清

水

!
作
歌
年
月
不
審
の
作
群
に
つ
い
て
|

旅

人

の

帰

京

行

程

林

田

l
宮
本
氏
説
に
関
連
し
て
|

憶
良
に
お
け
る
陶
淵
明
の
影
響
の
問
題

ー
「
貧
窮
問
答
の
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
l黒川

蔵
中
奥
村

宜当ヒ
占L

進

阿

騎

野

の

二

吉

永

「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
」
私
孜
長
谷
川
信
好

友

松

孝

行

東
野
治
之

浜

口

博

章

総四
三郎

分
間
の
浦
考

王
勃
集
と
平
城
宮
木
簡

に
つ
い
て

二
郎

大

の

漢

詩

か
げ
ろ
ふ
の
石

J¥ 

上
代
特
殊
仮
名
遣
と
は
何
か

東
歌
の
国
名
判
明
歌
相
聞
の
配
列
に
つ
い
て
述

敏

十
二
号

漢
籍
享
受
の
問
題
に
関
し
て

小
島

一一一一

正
博

嘉
郎

力
寿男

克
彦

正
男

恒洋
哉進一



貧
窮
問
答
の

!
短
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

赤

人

の

吉

野

坂

本

ひ
と
ハ
人
〉
か
そ
(
父
)
お
や
(
親
・
祖
〉

ー
付
け
た
り
、
オ
ニ
・
モ
ノ
・
タ
マ
・
カ
ミ
に
つ

い
て
i

森

重

敏

通
巻
目
次

「
色
に
出
づ
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後

ie 

O
新
世
紀
第
一
号
誕
生
。
校
正
の
ベ
ン
を
摺
き
な
が

ら
脳
裏
を
掠
め
る
の
は
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

「
限
り
な
き
前
進
」
と
い
う
標
語
で
あ
る
。
い
さ

さ
か
気
負
い
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
標

語
を
限
り
な
く
愛
す
る
。

。
「
通
巻
目
次
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
遺
漏
の

な
い
よ
う
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
も
し
お
気

付
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
編
集
部
宛
に
ご
一
報
願
い

た
い
。
今
後
に
期
し
た
い
と
思
う
。

O
前
号
の
榎
本
氏
、
本
号
の
粕
谷
・
内
田
両
氏
の
論

考
は
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
大
会
で
の
研
究
発
表
を

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
「
予

告
」
欄
に
掲
け
た
よ
う
に
、
は
や
く
も
本
年
度
の

優
秀
な
発
表
者
の
方
々
が
出
揃
っ
た
。
「
二
鼠
競

走
」
の
響
曲
怖
を
身
に
し
み
て
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

同

h

、。

ふ
ト
U
1
h
L
W

O
と
は
い
え
、
常
に
前
向
き
の
姿
勢
で
い
た
い
と
願

ぅ
。
本
年
度
大
会
の
盛
況
を
祈
り
つ
つ
、
「
年
の

恋
」
さ
な
が
ら
に
、
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

o 
お

。

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

枇
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
人
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
(
誌
代
を

含
む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

一
昭
和
五
十
四
年
七
月
二
十
日
印
刷

昭
和
五
十
四
年
七
月
二
十
五
日
発
行

ー

・

の

は

学

会

本

あ

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
且
一
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
?
拐
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

定

一
、
内
容
は

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

(

た

だ

し

「

々

」

欄

は

十

枚

以

内〉。

て
原
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は

部
に
一
任
の
ζ

と。

一
、
論
久
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
芯
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。

六

百

円

一Tm州
大

阪

府

吹

田

三

丁

目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話
(
実
)
三
八
八
|
一
一
一
一
一

{
内
線
一
一
一
九
四
)

代

表

者

小

島

之

一

霊
骨
大
阪
二
九
一
四
七
番
一

干
刷
引
京
都
市
左
京
区
静
市
市
一
一

0
1
8

発

売

制

務

取

扱

大

地

在

編
集
・
発
行

高

貝リ

会

一

、

本

会

は

る

。

一
、
高
葉
研
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
と
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表

を
発
行
す
る
。

代

表

者

部

(
口
蓋
)
七
八
一
ー

o一一

て
季
刊
「
蔦

印
刷
同
期
合
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一
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